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（１）

みなさまからの投稿をお待ちしております！
　E-Mail: jicogawa@jca.apc.org
　『自治労音協ホームページ』 URL先はhttp://www.jca.apc.org/~jicogawa/
　『自治労と音楽のページ』URL先はhttp://www33.ocn.ne.jp/~tmatsu/
　『日本音楽協議会のページ』URL先はhttp://www.yomogi.or.jp/~uncle/

♪事務局からの
　お知らせ！

　

ＩＮ秋田★集まれ！みちのく平和のひろばへ
第４１回はたらくものの音楽祭

第３９回はたらくものの音楽祭　自治労合唱

５
月
３
１
日
（
土
）
午
後
１
時
３

０
分
〜
６
月
１
日
（
日
）
午
後
１
時

ま
で
、
秋
田
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ア
ル

ヴ
ェ
き
ら
め
き
広
場
で
、
日
本
音
楽

協
議
会
（
日
音
協
、
金
田
光
弘
理
事

長
代
行
）
主
催
の
第
４
１
回
は
た
ら

く
も
の
の
音
楽
祭
が
集
ま
れ
！
み
ち

の
く
平
和
の
ひ
ろ
ば
へ
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
前
日
に

第
２
０
回
自
治
労
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

職
場
で
音
楽
サ
ー
ク
ル
や
音
楽
活

動
を
取
り
組
ん
で
い
る
組
合
員
・

サ
ー
ク
ル
の
仲
間
を
お
誘
い
の
上
、

積
極
的
に
参
加
・
出
演
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
自
治

労
の
発
文
は
自
治
労
ネ
ッ
ト
（
ネ
ッ

ト
登
録
単
組
は
参
照
可
）
４
月
４
日

★第41回はたらくものの音楽祭
（１）日　時　　2008年５月31日（土）13：30～６月１日（日）13：00
（２）場　所　　秋田市民交流プラザアルヴェきらめき広場
　　秋田県秋田市東通仲町４番１号　電話018-887-5310
　　ホームページ　http://www.alve.jp/index.htm
（３）演奏曲　　自治労として、２曲の演奏（合唱）を予定しています。演奏（合唱）
　曲目は、後日お知らせします。自治労参加者は、できるだけ、練習に参加の上、演
奏に加わってください。なお、自治労の演奏は６月１日になると思われます。
（４）出演申込　自治労としての演奏以外にサークルなどではたらくものの音楽祭に出
演を希望される場合は、４月15日（火）までに、日音協（電話03-3221-1821、　ファッ
クス03-3221-1822、Ｅメールnichion@yomogi.or.jp）に直接申し込んでください。
　なお、音楽祭費用の一部を、一出演単位につき１万円の音楽祭分担金として負担い
ただくことになります。
（５）日程の内容
　　５月31日（土）13：30?17：00　大音楽会１
　　18：00～ 21：00　全国交流会（夕食交流）
　　６月１日（日） ９：30?13：00　大音楽会２
　　全国交流会（夕食交流）への参加は参加費3,000円を負担していただきます。

自治労の音楽祭
発 表 曲 練 習
（１）日　時　　
2008年5月31日（土） 9：00
～ 12：30
（２）場　所　　
秋田市民交流プラザアルヴェ
音楽交流室Ａ
（３）秋田県秋田市東通仲町
４番１号電話018-887-5310
ホームページ　h t t p : / /
www.alve.jp/index.htm
（４）曲「プレゼント」「アジ
アの風」楽譜はホームページ

★第20回自治労コンサート
（１）日　時　　2008年５月30日（金）　18:30～ 20:30
（２）場　所　　ジョイナス　多目的ホール
　　秋田市千秋明徳町2-52　電話018-837-1171
　　ホームページ　http://www.akisouko.com/joy/index.html
（３）出演申込　自治労コンサートへの出演を希望される方（サークル）は、５月16
日（金）までに本部青年部に直接申し込んでください。機材のうち、ＰＡとアンプ類、
ドラムセット、ピアノについては本部が借り上げる予定ですが、これ以外のものは各
自ご用意いただくことになります。また、機材を持ち込むときは、出演申込に明記し
てください。なお、出演希望者が多いときは、演奏時間の短縮をお願いする場合があ
りますので、あらかじめご了解ください。リハーサルをしますので、出演を申し込ん
だ方は、当日15 時までに会場に来てください。

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
自
治
労
発
３
７
３
号
）

を
参
照
の
上
、
県
本
部
を

通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

な
お
、
音
協
総
会
は
５

日
（
土
）
午
後
５
時
か
ら

予
定
し
て
い
ま
す
。

第
２
０
回
自
治
労
コ
ン
サ
ー
ト
に
結
集
し
よ
う
！

　
５
月
３
０
日
（
金
）
午
後
６
時
３
０
分
「
ジ
ョ
イ
ナ
ス
多
目
的
ホ
ー
ル
」
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世
界
で
発
生
し
て
い
る
難
民
の
主

な
出
身
国
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の

約
２
０
０
万
人
を
筆
頭
に
、
イ
ラ

ク
、
ス
ー
ダ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
、
コ
ン

ゴ
、
ブ
ル
ン
ジ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
パ
レ

ス
テ
ィ
ナ
、
ト
ル
コ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

（
ビ
ル
マ
と
い
う
名
称
を
個
人
的
に

は
使
用
し
た
い
が
、
以
下
「
ミ
ャ
ン

マ
ー
」
と
記
す
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
註
１
）
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
は
東
に

隣
接
す
る
タ
イ
に
約
１
５
万
人
が
避

難
し
、
１
９
８
４
年
以
降
、
国
連
難

民
高
等
弁
務
官
事
務
所(UNHCR

）
の

管
理
下
に
暮
ら
し
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
場
合
は
、
軍
事
独

裁
政
権
に
よ
る
民
主
活
動
家
お
よ
び

ら
東
京
渋
谷
の
わ
ず
か
４
０
席
と
い

う
小
さ
な
映
画
館
で
、
こ
の
避
難
民

を
取
り
上
げ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

が
上
映
さ
れ
た
。
画
面
に
登
場
す
る

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、
目
の
前
で
両

親
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
軍
に
虐
殺
さ
れ
た

様
子
が
次
々
と
語
ら
れ
て
い
く
。
ど

ん
な
戦
争
、
ど
ん
な
内
戦
、
ど
ん
な

圧
政
に
も
共
通
す
る
悲
劇
が
こ
こ
に

も
存
在
し
て
い
る
。

私
は
、
南
北
２
千
キ
ロ
に
も
及
ぶ

タ
イ
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
国

境
、
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
タ
イ
側

の
町
メ
ー
ソ
ッ
ト
を
２
月
上
旬
に
訪

れ
た
。
町
を
出
て
四
輪
駆
動
車
を
北

に
走
ら
せ
て
行
く
と
、
広
大
な
平
原

の
向
こ
う
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
山
々
が

見
え
て
く
る
。
１
時
間
ほ
ど
で
検
問

所
を
通
過
す
る
と
、
間
近
に
急
峻
な

岩
山
が
迫
り
、
突
然
、
国
道
と
山
の

間
に
あ
る
斜
面
に
木
の
家
が
密
集
し

て
建
て
ら
れ
て
い
る
光
景
が
飛
び
込

ん
で
き
た
。
こ
こ
が
、
国
境
沿
い
の

タ
イ
領
内
に
１
０
ヶ
所
あ
る
避
難
民

キ
ャ
ン
プ
の
う
ち
最
大
の
「
メ
ラ
キ
ャ

ン
プ
」
（
５
万
人
）
だ
。

難
民
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
国
連
か
ら
衣

食
住
や
教
育
が
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、

キ
ャ
ン
プ
外
に
出
る
こ
と
や
希
望
の
職

業
に
就
く
こ
と
は
出
来
な
い
。
難
民
の

選
択
肢
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
帰
還
、

第
三
国
定
住
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
留
ま

る
と
い
う
も
の
だ
が
、
今
の
時
点
で
帰

還
の
可
能
性
は
全
く
な
く
、
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

へ
の
第
三
国
定
住
が
０
７
年
に
１
万
５

千
人
に
上
っ
た
が
、
本
当
の
解
決
は

ミ
ャ
ン
マ
ー
民
主
化
に
よ
る
本
国
帰
還

で
し
か
な
い
。
こ
れ
に
は
ア
メ
リ
カ
、

中
国
、
タ
イ
、
日
本
な
ど
に
よ
る
外
交

の
果
た
す
べ
き
役
割
が
大
き
い
。
日
本

で
も
民
主
化
を
求
め
る
在
日
ビ
ル
マ
人

組
織
や
支
援
団
体
な
ど
が
活
動
し
て
い

る
が
、
さ
ら
に
世
論
を
盛
り
上
げ
、
政

府
へ
の
働
き
か
け
を
強
め
る
必
要
が
あ

る
。メ

ラ
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
少
数
民
族
カ

レ
ン
族
の
自
治
組
織
役
員
に
会
い
、
ま

た
、
難
民
家
族
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も

行
っ
た
。
子
ど
も
を
二
人
抱
え
、
１
１

日
間
か
け
て
国
境
を
越
え
て
き
た
女
性

（
写
真
）
は
、
そ
の
後
に
夫
や
姉
妹
を

病
気
で
亡
く
し
、
ひ
と
り
で
１
０
人

以
上
の
家
族
を
育
て
て
き
た
。
５
５

歳
と
い
う
が
そ
の
苦
労
が
顔
に
に
じ

み
出
て
い
た
。

キ
ャ
ン
プ
の
自
治
組
織
と
国
連
、

そ
し
て
今
回
お
世
話
に
な
っ
た
社
団

法
人
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
（
Ｓ
Ｖ
Ａ
、
図
書
館
支
援
を
し

て
い
る
）
な
ど
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
連
携
し
、
教
育
、
医
療
、
女
性
・

子
ど
も
の
人
権
な
ど
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
出
口
の
見
え
な
い

難
民
の
未
来
は
厳
し
い
。
子
ど
も
た

ち
の
明
る
い
笑
顔
に
接
し
な
が
ら
も

暗
澹
た
る
気
持
ち
で
帰
途
に
つ
い

た
。
（
註
２
）

今
は
ま
だ
構
想
中
だ
が
、
日
本

UNHCR

協
会
評
議
員
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
川
井
郁
子
さ
ん
と
連
携
し
て

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
検

討
し
て
い
る
。

（
註
１
）
０
６
年
、UNHCR

調
べ

（
註
２
）
ⅰ
女
性
会
議
『
女
の
し
ん

ぶ
ん
』
掲
載
文
を
転
載

と
こ
ろ
で
、
１
月
１
３
日
、
東
久

留
米
市
成
美
教
育
文
化
会
館
で
第
１

１
回
ワ
ン
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ェ
ス
タ
北

多
摩
を
開
催
し
た
。
会
期
を
一
日
に

圧
縮
し
て
の
開
催
だ
っ
た
が
約
５
０

道
楽
道

白
石
　
孝
（
荒
川
区
職
労
書
記
長
）

タ
イ
タ
イ
タ
イ
タ
イ
タ
イ
「
メ
ラ
」

「
メ
ラ
」

「
メ
ラ
」

「
メ
ラ
」

「
メ
ラ
」
難
民
キ
ャ
ン
プ
訪
問
記

難
民
キ
ャ
ン
プ
訪
問
記

難
民
キ
ャ
ン
プ
訪
問
記

難
民
キ
ャ
ン
プ
訪
問
記

難
民
キ
ャ
ン
プ
訪
問
記

連
載
そ
の
１
５

連
載
そ
の
１
５

連
載
そ
の
１
５

連
載
そ
の
１
５

連
載
そ
の
１
５

少
数
民
族
へ
の

迫
害
か
ら
逃
れ

て
国
外
避
難
民

と
な
っ
て
い
る

が
、
国
内
避
難

民
が
１
０
０
万

人
は
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
の

で
、
タ
イ
お
よ

び
そ
れ
以
外
の

国
に
逃
れ
ら
れ

た
人
た
ち
は
一

部
に
過
ぎ
な

い
。３

月
中
旬
か

こどもを二人抱え、11日間かけて国境を越えてきた女性

０
人
が
来
場
、
チ
ェ
・
ソ
ン
エ
＆
三

宅
進
コ
ン
サ
ー
ト
、
ア
ド
ゥ
ン
・
カ

ナ
ン
シ
ン
（
タ
イ
）
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、

エ
ス
ニ
ッ
ク
屋
台
、
タ
イ
古
式
マ
ッ

サ
ー
ジ
体
験
、
国
際
協
力
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
入
門
シ
ン
ポ
、
ア
ジ
ア
の
子

ど
も
た
ち
の
絵
画
展
な
ど
好
評
の
う

ち
に
終
了
、
今
回
で
幕
を
引
く
、
有

終
の
美
を
飾
る
こ
と
が
で
き
た
。

さ
て
、
最
後
に
宣
伝
を
。

６
月
２
３
日
は
沖
縄
の
「
慰
霊
の

日
」
だ
が
、
２
２
〜
２
３
日
に
荒
川

区
「
ム
ー
ブ
町
屋
」
で
「
平
和
の
架

け
橋
〜
沖
縄
・
荒
川
」
を
開
催
す

る
。
地
域
の
市
民
団
体
や
労
組
と
の

共
同
企
画
だ
。
メ
イ
ン
は
元
那
覇
市

職
組
合
員
で
沖
縄
民
謡
（
島
唄
）
の

第
一
人
者
「
大
工
哲
弘
」
コ
ン
サ
ー

ト
。
（
６
月
２
３
日
午
後
６
時
３
０

分
）
そ
の
他
、
写
真
・
新
聞
展
、
講

演
会
（
命
ど
ぅ
宝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
太

田
武
二
代
表
）
、
物
産
展
を
２
日
間

開
催
す
る
。
さ
ら
に
、
２
２
日
午
後

２
時
か
ら
上
野
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ

で
開
催
さ
れ
る
「
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
！
辺
野
古
か
ら
」

（
ソ
ウ
ル
フ
ラ
ワ
ー
ユ
ニ
オ
ン
、
渋

さ
知
ら
ず
、
寿
、
梅
津
和
時
ら
）
と

も
連
動
し
て
い
る
。
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◆
私
の
ギ
タ
ー
人
生
◆
　
パ
ー
ト
４

新
聞
販
売
店
の
同
僚
か
ら
彼
が
一

緒
に
喫
茶
店
で
バ
イ
ト
し
て
い
た
先

輩
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
無
料
レ
ッ

ス
ン
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
先
輩
は
知
る
人
ぞ
知
る
フ
ラ
メ
ン

コ
ギ
タ
リ
ス
ト
の
伊
藤
日
出
男
に

レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
た
。
そ
れ
ま

で
、
ま
と
も
に
フ
ラ
メ
ン
コ
を
弾
く

人
は
私
の
周
り
に
誰
も
い
な
か
っ
た

（
た
だ
知
ら
な
か
っ
た
だ
け
）
の

で
、
新
鮮
な
出
会
い
だ
っ
た
。
彼
の

ア
パ
ー
ト
に
古
道
具
屋
で
買
っ
た

（
確
か
２
万
円
だ
っ
た
）
フ
ラ
メ
ン

コ
ギ
タ
ー
を
持
っ
て
夜
な
夜
な
出
か

け
て
行
き
、
遅
く
ま
で
教
え
て
も

ら
っ
た
。
レ
ッ
ス
ン
料
は
一
切
払
わ

ず
、
差
し
入
れ
も
し
た
覚
え
も
な

い
。
二
十
歳
前
の
こ
と
で
、
世
の
中

の
一
般
常
識
が
ま
だ
身
に
つ
い
て
い

な
か
っ
た
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
も

非
常
識
な
こ
と
を
し
た
と
深
く
反
省

し
て
い
る
。

二
年
ほ
ど
は
ほ
と
ん
ど
ク
ラ
シ
ッ

ク
は
弾
か
ず
、
フ
ラ
メ
ン
コ
ば
か
り

          
☆☆☆☆☆
「
小
指
の
思
い
出
」

「
小
指
の
思
い
出
」

「
小
指
の
思
い
出
」

「
小
指
の
思
い
出
」

「
小
指
の
思
い
出
」
ハ
ン
デ
ィ
を
許
さ
れ
な
い

ハ
ン
デ
ィ
を
許
さ
れ
な
い

ハ
ン
デ
ィ
を
許
さ
れ
な
い

ハ
ン
デ
ィ
を
許
さ
れ
な
い

ハ
ン
デ
ィ
を
許
さ
れ
な
い

弾
い
て
い
た
。
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー

に
特
有
の
ラ
ス
ゲ
ア
ー
ド
奏
法
は
、

右
手
の
指
を
小
指
か
ら
順
番
に
一
本

一
本
開
い
て
行
き
、
六
弦
か
ら
一
弦

に
か
け
て
次
々
と
連
続
し
て
叩
く
よ

う
に
弾
く
の
だ
が
、
こ
の
「
次
々
」

が
問
題
で
あ
る
。
必
ず
一
本
の
指
が

弾
き
（
叩
き
）
終
わ
っ
た
後
で
次
の

指
が
弾
き
始
め
る
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
小
指
が
弾
き
終
わ
ら
な
い
う

ち
に
薬
指
が
弾
い
て
は
い
け
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
一
本
一
本
の
指
が
独

立
し
て
、
し
っ
か
り
「
弦
を
叩
く
」

こ
と
が
必
要
だ
。
特
に
小
指
な
ど
は

そ
ん
な
動
き
は
ま
ず
日
常
生
活
で
は

な
い
し
、
力
も
ほ
か
の
指
に
比
べ
て

格
段
に
弱
い
。
つ
い
で
に
言
え
ば
長

さ
も
一
本
だ
け
極
端
に
短
い
。
し
か

し
音
楽
の
要
求
は
、
そ
の
ハ
ン
デ
ィ

を
ま
っ
た
く
大
目
に
見
て
は
く
れ
な

い
。
他
の
指
と
ま
っ
た
く
同
じ
力
と

鋭
さ
を
要
求
す
る
の
だ
。
（
ギ
タ
リ

ス
ト
に
よ
っ
て
は
ラ
ス
ゲ
ア
ー
ド
は

小
指
を
使
わ
ず
、
ｐ
（
親
指
）
と
ｍ 狭

石
　
利
美（
自
治
労
東
京
都
本
部
）

（
中
指
）
で
、
又
は
ｐ
と
ｉ
（
人
差

し
指
）
と
ｍ
で
弾
く
人
が
多
い
）

生
ま
れ
つ
き
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負
っ

た
か
わ
い
そ
う
な
小
指
を
鍛
え
る
た

め
に
、
電
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
は

椅
子
に
小
指
を
叩
き
つ
け
て
は
鍛
え

て
い
た
。

ぜ
ひ
一
緒
に
ス
ペ
イ
ン
旅
行

を二
年
ほ
ど
の
フ
ラ
メ
ン
コ
修
行
で

学
ん
だ
も
の
は
数
多
く
あ
る
と
思
う

が
、
ま
ず
は
正
確
な
テ
ン
ポ
感
と
リ

ズ
ム
感
（
私
な
り
の
…
と
い
う
意
味

で
す
か
ら
、
私
が
正
確
な
テ
ン
ポ
感

と
リ
ズ
ム
感
を
身
に
つ
け
た
、
と
い

う
風
に
と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
）
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
踊
り
の
伴
奏
を

や
れ
ば
も
っ
と
身
に
つ
い
た
と
思
う

が
。
あ
と
は
勢
い
と
歯
切
れ
の
よ
さ

だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
弾
く
に

し
て
も
、
歌
の
伴
奏
を
す
る
に
し
て

も
、
陰
に
陽
に
大
き
な
プ
ラ
ス
効
果

を
与
え
て
く
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い

る
。
伊
藤
日
出
男
に
高
い
レ
ッ
ス
ン

料
を
払
っ
て
身
に
つ
け
た
テ
ク
ニ
ッ

ク
を
、
よ
く
知
り
も
し
な
い
若
造
に

た
だ
で
気
持
ち
よ
く
教
え
て
く
れ
た

「
…
さ
ん
」
（
失
礼
な
こ
と
に
お
名

前
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
）
、
今
で
も

お
元
気
で
フ
ラ
メ
ン
コ
弾
い
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
わ

た
し
が
た
ぶ
ん
１
９
歳
ぐ
ら
い
で
あ

な
た
が
３
０
歳
前
後
だ
っ
た
か
ら
、

あ
れ
か
ら
４
０
年
近
く
た
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
も
う
７
０
歳
ぐ
ら

い
に
お
な
り
で
し
ょ
う
ね
。
そ
の
節

は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
深
〜
く
深
〜
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。
つ
い
で
に
私
の
し
で
か
し
た
遠

い
昔
の
非
礼
の
極
み
、
な
に
と
ぞ
お

許
し
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
い
ま
私
は
、
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ

タ
ー
は
ほ
と
ん
ど
弾
く
こ
と
は
な
い

の
で
す
が
、
あ
な
た
に
教
え
て
い
た

だ
い
た
フ
ラ
メ
ン
コ
の
魂
は
私
の
心

の
中
に
、
そ
し
て
私
の
感
性
の
中
に

し
っ
か
り
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。
も

し
再
び
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
た

な
ら
、
是
非
一
緒
に
ス
ペ
イ
ン
旅
行

で
も
し
ま
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
費
用

は
す
べ
て
私
も
ち
で
。

で
も
本
当
に
会
う
こ
と
が
出
来
た

（３）

と
き
は
、
た
ぶ
ん
新
宿
伊
勢
丹
の
エ

ル
フ
ラ
メ
ン
コ
で
本
場
の
フ
ラ
メ
ン

コ
を
楽
し
み
な
が
ら
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
、
ス
ペ
イ
ン
料
理
を
肴
に
ワ
イ

ン
で
も
飲
ん
で
私
が
お
ご
る
、
と
い

う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
（
こ
れ
で

ほ
ん
と
に
昔
の
非
礼
を
反
省
し
て
い

る
と
言
え
る
の
か
？
）
―
（
続
く
）

オペラシアターこんにゃく座公演オペラシアターこんにゃく座公演オペラシアターこんにゃく座公演オペラシアターこんにゃく座公演オペラシアターこんにゃく座公演

オペラ「ピノッキオ」
吉村安見子さんがピアノで出演します！
５月３日（土）開演１８時
５月４日（日）・５日（月祝）１１時/１５時
時事通信ホール
中央区銀座5-15-8　ＴＥＬ03-3546-6606
東京メトロ日比谷線・都営浅草線
「東銀座」駅下車６番出口より徒歩１分
　イス指定席おとな　　３６００円〔特別料金〕
　イス指定席おとなペアシート　６３００円〔特別料金〕
連絡先：こんにゃく座０４４--９３０-１７２０
☆「ピアノ吉村のチケット」で予約してください;。
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音
協
会
員
の
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
大
阪
は
も
う
桜
の
季

節
が
過
ぎ
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
見
え
る
空

に
は
こ
い
の
ぼ
り
が
パ
タ
パ
タ
と
泳
ぎ

だ
し
ま
し
た
。
皆
様
の
土
地
の
春
は
ど

ん
な
ぐ
あ
い
で
し
ょ
う
か
？
　
さ
て
、

前
号
に
引
き
続
き
タ
イ
の
よ
も
や
ま
話

で
す
。

１
　
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
（
水
掛
け
祭

り
）タ

イ
に
は
正
月
が
３
度
あ
り
ま
す
。

１
回
目
は
日
本
と
同
じ
西
暦
の
１
月

１
日
、
２
回
目
は
旧
正
月
（
中
国
の

春
節
）
、
３
回
目
は
４
月
中
旬
の

「
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
祭
」
と
呼
ば
れ
る

タ
イ
の
お
正
月
で
す
。

ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
は
も
と
も
と
イ
ン

ド
起
源
の
春
分
行
事
に
あ
た
り
ま
す

が
、
現
在
で
は
耕
作
の
た
め
の
雨
乞

い
祭
り
と
い
う
雰
囲
気
が
農
耕
で

す
。
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
の
と
き
は
誰
に

水
を
か
け
て
も
い
い
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
バ
ン
コ
ク
な
ど
の
都
会
で
も

道
を
歩
く
人
に
バ
ッ
シ
ャ
ー
ン
！
　

と
バ
ケ
ツ
で
盛
大
に
水
が
か
け
ら
れ

ま
す
。
で
も
、
絶
対
に
怒
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
感
謝

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
は
、
新
暦
で
い
え

ば
４
月
１
３
日
か
ら
１
５
日
頃
に
あ

た
り
ま
す
。
会
社
は
一
週
間
く
ら
い

休
み
に
な
り
、
学
校
は
そ
の
前
後

２
ヶ
月
く
ら
い
が
休
み
で
す
。
日
本

の
お
盆
と
同
じ
よ
う
に
、
ソ
ン
ク

ラ
ー
ン
の
時
期
に
は
田
舎
に
い
る
両

親
の
と
こ
ろ
に
帰
る
の
が
タ
イ
の
習

慣
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
ど
う
し
て
お
正
月
が

４
月
に
な
る
の
か
？
　
そ
れ
は
日
本

と
タ
イ
で
は
使
用
し
て
い
る
暦
が
違

う
か
ら
で
す
。
日
本
で
は
キ
リ
ス
ト

生
誕
を
起
源
と
す
る
西
暦
を
使
用
し

て
い
ま
す
が
、
タ
イ
で
は
お
釈
迦
様

の
入
滅
を
起
源
と
す
る
仏
暦
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
お
釈
迦
様
の
入
滅
は

キ
リ
ス
ト
生
誕
よ
り
５
４
３
年
前
で

す
。
で
す
か
ら
今
年
（
西
暦
２
０
０

８
年
）
は
、
２
０
０
８
＋
５
４
３
＝

で
、
タ
イ
の
仏
暦
２
５
５
１
年
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

の
お
正
月
が
「
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
祭
」

と
い
う
わ
け
で
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
は
知
っ
て
い
て
も
、

４
月
８
日
の
花
祭
り
（
お
釈
迦
様
の

誕
生
日
）
を
知
ら
な
い
日
本
人
は
た

◆
わ
が
ま
ま
音
楽
紀
行

「
タ
イ
の
骨
」
編
　
そ
の
４

宮
本
雄
一
郎
（
大
阪
市
在
住
）

三
度
目
の
正
月
、
ソ
ン
ク
ラ
ー
ン
の
巻

く
さ
ん
い
ま
す
。
し
か
し
、
タ
イ
で

は
生
活
と
仏
教
が
密
接
で
、
祭
り
や

行
事
と
い
え
ば
仏
教
に
関
す
る
も
の

で
す
。

２
　
ク
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

話
が
飛
び
ま
す
が
、
タ
イ
に
は

「
８
番
ラ
ー
メ
ン
」
と
い
う
日
系
食

堂
チ
ェ
ー
ン
店
が
あ
り
ま
す
。
タ
イ

の
田
舎
町
に
も
あ
る
の
で
結
構
有
名

な
店
で
す
。
日
系
の
店
で
す
が
、
日

本
人
は
め
っ
た
に
来
ま
せ
ん
。
従
業

員
も
お
客
さ
ん
も
ほ
と
ん
ど
全
員
タ

イ
人
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

た
ま
た
ま
そ
の
店
に
入
っ
た
と
き

の
こ
と
、
隣
の
人
が
「
ざ
る
・
ラ
ー

メ
ン
」
な
る
も
の
を
注
文
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
従
業
員
が
調
理
場
に

向
か
っ
て
「
ざ
る
・
ラ
ー
メ
ン
、

い
っ
ち
ょ
う
！
」
と
言
い
ま
す
。
店

の
写
真
入
り
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
日
本

語
で
「
ざ
る
・
ラ
ー
メ
ン
」
と
書
い

て
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
タ
イ
語
も

コラート市内

バンコク近郊クレット島

私
は
現
在
、
大
阪
府
と
兵
庫
県
の

子
供
多
文
化
共
生
サ
ポ
ー
タ
ー
を
し

て
い
ま
す
。
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い

ま
ま
学
校
に
転
入
し
て
き
た
子
ど
も

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
で
す
。

現
在
、
日
本
の
学
校
に
は
、
日
本

語
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
２
万
人
以

上
い
ま
す
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
く
自
然
に
日
本
語
を
覚
え
ら
れ

る
よ
う
に
と
、
独
自
に
「
あ
い
う
え

お
ト
ラ
ン
プ
」
と
い
う
教
材
を
開
発

し
て
使
用
し
て
き
ま
し
た
。
小
さ
な

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
い
っ
し
ょ

に
遊
べ
る
楽
し
く
か
わ
い
い
カ
ー
ド

で
す
。
こ
の
た
び
そ
の
教
材
が
出
版

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員

の
皆
様
、
ご
ひ
い
き
の
程
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

・「
は
じ
め
て
の
あ
い
う
え
お
ト
ラ
ン
プ
」（
外

国
人
児
童
・
生
徒
の
た
め
の
日
本
語
教
材
）

・
宮
本
雄
一
郎
著
　
２
０
０
８
年
４
月
１
５

日
発
行
　

・
太
郎
次
郎
社
　h

t
t
p
:
/
/

www.tarojiro.co.jp/

　
よ
り
好
評
発
売

中
！

・
定
価
２
０
０
０
円

・
会
員
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
お
買
い
上
げ
の
ほ
ど

を
。
著
者
よ
り
直
接
お
買
い
上
げ
の
場
合
は

送
料
無
料
、
宅
急
便
で
迅
速
に
お
届
け
し
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
一
般
書
店
で
も
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

・「
タ
イ
の
骨
」（
ゑ
ゐ
文
社
）
１
４
０
０
円
　

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

申

し

込

み

ア

ド

レ

ス

　

miyamotoyu@hotmail.com

　

併
記
し
て
あ
る
の
で
す
が
、
そ
の
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
従
業
員
の
注
文
の
仕
方

ま
で
、
い
や
店
の
雰
囲
気
そ
の
も
の

ま
で
が
何
と
な
く
日
本
を
感
じ
さ
せ

ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
は
ほ
ん
の
さ
さ
い
な

例
で
す
が
、
そ
れ
で
も
日
本
の
食
文

化
が
タ
イ
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
一
例
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

い
や
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は

食
文
化
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
オ
タ
ク
」
が
世
界
共
通
語
に
な
っ

た
よ
う
に
、
日
本
発
の
映
画
、
ア
ニ

メ
、
音
楽
が
タ
イ
で
も
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
人
々
に
そ

の
傾
向
が
顕
著
で
す
。

「
日
本
文
化
、
カ
ッ
コ
い
い
」
と

い
っ
た
感
覚
は
、
「
ク
ー
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
タ

イ
に
い
る
と
、
そ
の
流
れ
が
広
く
静

か
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ

ま
す
。
そ
の
影
響
の
お
か
げ
で
、
日

本
人
は
世
界
の
人
と
文
化
の
話
題
を

共
有
で
き
ま
す
。
日
本
に
比
べ
る
と

マ
イ
ナ
ー
で
す
が
、
独
自
の
価
値
観

と
魅
力
を
持
つ
タ
イ
の
文
化
を
、
こ

れ
か
ら
も
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

３
　
ち
ょ
っ
と
宣
伝
ー
子
ど
も

の
た
め
の
日
本
語
教
材
で
す
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